
ご挨拶

深秋の候，会員の皆様方にはますますご健勝のこと

とお慶び申し上げます。

さて，このたび 12 月 16 日（土）に大阪経済大学大

隅キャンパスにおきまして，日本会計研究学会第67回

関西部会を開催させていただくことになりました。

本大会では，統一論題テーマを，「収益認識をめぐる

課題と展望」としました。ご承知のように，収益認識を

めぐっては，IFRS 第 15 号の公表，そしてわが国では

ASBJによる収益認識基準の公開草案が公開されるなど,

今後の在り方に注目が集められております。

そこで，今大会の統一論題報告者には，山田浩史氏

（大阪経済大学大学院客員教授，元パナソニック株式

会社理事），小澤義昭氏（桃山学院大学），鈴木一水氏

（神戸大学）をお迎えして，収益認識に関する課題と

展望について議論を深めていただこうと考えておりま

す。さらに基調講演として ASBJ 副委員長の小賀坂敦

氏をお迎えし，収益認識基準についてもご解説をいた

だく予定です。

準備委員一同，今回の大会の開催を通じまして会

計学研究の発展に少しでも貢献できますことを願っ

ております。ご多忙中とは存じますが，会員の皆様

のご参加を心よりお待ち申し上げております。
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日本会計研究学会第67回関西部会準備委員会

準備委員長 小谷 融

     ◆プログラム◆

2017年 12月 16日(土) 10:00 - 19:00

理事会（10:00 - 12:00）D館7階73教室

参加者受付（11:30 - 17:30）D館１階

開会の辞    12:20 - 12:30

自由論題報告  12:30 - 13:40

基調講演     13:55 - 14:40

統一論題    14:55 - 17:30

＊会場はすべて，D館1階  D10教室

自由論題報告  12:30 - 13:40

司会：浦崎 直浩 氏（近畿大学）

(第1報告) 12:30 - 13:05

真田 正次 氏（就実大学）

「会計基準設定主体の正統性を再考する

―制度派組織論の進化―」

(第2報告) 13:05 - 13:40

宮本 幸平 氏（神戸学院大学）

「原価主義会計から時価主義会計への

制度変化の比較制度分析」

基調講演  13:55 - 14:40

（報告30分，質疑応答15分）

題 目：収益認識に関する会計基準の開発状況

講 師：小賀坂 敦 氏（ASBJ副委員長，

収益認識専門委員会専門委員長）

統一論題 14:55 - 17:30

題 目 ：収益認識をめぐる課題と展望

司 会 ：小谷 融 氏（大阪経済大学）

報告：14:55 - 16:05

（第１報告）15:00 - 15:25

山田 浩史 氏（大阪経済大学大学院客員教授，

元パナソニック株式会社理事）

（第２報告）15:25 - 15:50

小澤 義昭 氏（桃山学院大学）

（第３報告）15:50 - 16:15

鈴木 一水 氏（神戸大学）

討論  16:25 - 17:35

懇 親 会 （17:50 - 19:00）D館8階ホール



 大会参加申し込みについて

参加費1,000円，懇親会費4,000円（当日は5,000

円）です。同封の払込取扱票で12月 1日までに払い

込みをお願いいたします。

なお，払込みされた参加費等の返金はご容赦願い

ます。

 アクセス

地下鉄今里筋線「瑞光四丁目」徒歩3分

阪急京都線「上新庄」徒歩15分

上新庄からバスを利用される場合

「上新庄駅北口」より37系統

「上新庄駅前」より50系統

ともに【井高野車庫前】行、「大阪経大前」下車

「上新庄」「瑞光四丁目」からのアクセス

阪急京都線「上新庄駅」へのアクセス
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